
 

 

 

  

 

パブリックコメント意見募集の結果公表 

 

 第４次帯広市食育推進計画（原案）に対して、市民の皆様からご意見を募集しました結果

について、ご意見の概要と市の考え方は下記のとおりです。ご意見をお寄せいただきありが

とうございました。 

 寄せられたご意見等について検討した結果、第４次帯広市食育推進計画（原案）の修正は

行わず原案どおりとして策定することとしました。 

【意見募集結果】 

【意見等の内容】 

No. 市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

１ 

「食育推進サポーター」という存在が、

市民に認知されていないと感じる。もっ

と広く周知して、市民に利用して欲しい。 

１ 

【既記載】 

食育推進サポーターは、本市の食育を推進

するうえで重要な役割を担っています。 

近年、おびひろ市民学との連携により活用

件数は増加傾向にありますが、市民に対する

認知度は、16.6％にとどまっていることか

ら、「第４章 施策の展開について ４ 横

断的な食育の推進」に記載しているとおり、

あらゆる機会を通じて食育推進サポーター

制度の周知を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

案 件 名 第４次帯広市食育推進計画（原案） 

募  集  期  間 令和４年１１月２５日（金） ～ 令和４年１２月２６日（月） 

意 見 の 件 数 

（意見提出者数） 
             １６件（４人） 

意 見 の 取 り 扱 い 

修正 案を修正するもの ０件 

既記載 既に案に盛り込んでいるもの ８件 

参考 今後の参考とするもの ５件 

その他 意見として伺ったもの ３件 

意 見 の 受 け 取 り 

持参 ０人 

郵送 ０人 

ファクス ０人 

電子メール ４人 

（参考様式５号） 



 

 

 

  

No. 市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

２ 

「畑作４品」という言葉や内容を学校

などで教えているのか。学ぶ機会がない

と目標達成は難しそうだと感じる。 

２ 

【既記載】 

第４次帯広市食育推進計画より「畑作４品

を知っている児童・生徒の割合」を新たな指

標として加えました。 

「第４章 施策の展開について ２ 学

校、保育所等における食育の推進」に記載し

ているとおり、これまでも市内小学３年生を

対象に農業技術センターのほ場で栽培して

いる畑作４品をはじめとした農作物につい

て学ぶ機会を提供しています。 

指標の目標達成に向けてこれまでの取組

を継続するとともに、新たな取組も検討して

まいります。 

 

 

３ 

第４次帯広市食育推進計画は健やかに

生きてゆくための素晴らしい取り組みだ

と感じるが、実際に市民への浸透は低く

感じる。 

帯広市として｢食育｣とは何を目指して

いるのか、食育推進サポーターの取組が

｢食育｣へ繋がっているのか、実際に小学

生と中学生の子どもを持つ身として感じ

た。 

 

１ 

【参考】 

 「第３章 計画の基本的な考え方につい

て」に『すべての市民が生涯にわたって「食」

に関心を持ち、健全な「身体」と豊かな「心」

を育み、食の魅力があふれる元気な「地域」

を目指します』という目指す姿の実現に向け

て、３つの基本方針のもと様々な取組を進め

てまいります。 

計画には成果や達成度を把握するために

10 の指標を設定しており、その中には食育

に関心を持っている市民の割合を掲げ、市民

の食育への取組等の促進を図っていきます。 

食育推進サポーターの活動は、農業者や栄

養士など食に関する知見を持ったサポータ

ーが講師を務めることで学校等において実

践的な食育活動を行うことができるため、こ

うした取組が多くの学校に広がるよう食育

推進サポーター制度の周知を行ってまいり

ます。 

 

 

４ 

食育推進にあたっての指標では、全体

的に目標値の高さが気になる。 

食事を家族などと一緒に食べる児童・

生徒の割合の目標値が 100％でなければ

ならないという点が疑問。家族の形の多

様化や働き方の多様化等を背景に、それ

ぞれのご家庭・個人が各々の事情を抱え

ていると思うが、目標値を 100％とする

事は、帯広市が目標とする食事の姿がは

っきりと見えているようで、少々やりす

ぎの様に見える。 

また、食事を家族でとることができな

くても食への関心が低くなるとは限らな

い。食育推進計画の目標とする指標とし

て用いる理由が分からない。 

２ 

【その他】 

 指標については、これまでの本市の取組結

果や国や道の指標などに基づき設定してい

ます。 

 「食事を家族などと一緒に食べる児童・生

徒の割合」については、ライフスタイルの変

化により、毎食家族全員で食事をすることが

困難になってきていますが、食事を誰かと一

緒に摂ることで食の楽しさを実感するだけ

でなく、食や生活に関する基礎を伝え、習得

する機会にもなることから共食の大切さを

啓発してまいります。 

 

 

 

 



 

 

 

  

No. 市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

５ 

学校等での食育の推進として通信の配

付よりも、実際に現場に行く体験や、授

業内での食育講演（オフライン・オンラ

イン共に)などを望む。 

実際に特別講師が学校に来て行った食

育授業は、子どもの心にとても残ってい

るようだ。 

１ 

【既記載】 

学校等において、体験活動を通じた食育体

験は子ども達にとって、学習の定着に有効と

考えています。 

「第４章 施策の展開について ２ 学

校、保育所等における食育の推進」に記載し

ているとおり、食育活動を担う関係者と連携

しながら、農作業体験や調理体験など様々な

体験活動を実施してまいります。 

 

 

６ 

食事の質や内容だけではなく、環境や

背景を含めた｢食育｣が進むことを願う。 

１ 

【既記載】 

 食育は、栄養に関することをはじめ、規則

正しい食習慣の形成、食べ物や食に関わる人

への感謝の心、生産から消費までの食の循環

や環境への正しい理解など、幅広い分野にわ

たります。 

 「第４章 施策の展開について ４ 横断

的な食育の推進」に記載しているとおり、誰

もが「食」に関する知識と「食」を選択する

力を習得し、健全な食生活を実践できるよ

う、市民、学校・保育所、生産者、食品関連

事業者、保健医療関係者、行政等がそれぞれ

の役割のもと連携を図り、横断的に食育を推

進してまいります。 

 

 

７ 

食育への無関心層の増加の理由で「生

活に困らない～食育イベントの中止・縮

小などの影響～無関心層への働きかけの

機会が減少」などを掲げているが、これ

らに限らず食をめぐる情勢の変化もある

と思う。無関心層への取組は更なる工夫

が必要ではないか。 
１ 

【既記載】 

食育への無関心層の増加に対応するため、

「第４章 施策の展開について ４ 横断

的な食育の推進」に記載しているとおり、

様々な情報発信やイベント等を通じて、市民

の食育に対する関心を高めていく必要があ

ると考えています。 

既存の取組に限らず、オンラインを活用し

た食育活動など食をとりまく環境の変化を

意識した食育を推進してまいります。 

 

 

８ 

本文では SDGsの観点で「～本市の地域

特性を活かしながら、持続可能な食料生

産から消費までの食の循環、食と環境と

のかかわりを正しく理解してもらうため

の取組を推進します」としているが、SDGs

は本計画でも注釈を付ける必要があるほ

ど一般人には難しいので、SDGsの観点と

は何かと「食を大切にする」ことの取組

は分かりやすくする必要があるのではな

いか。   

１ 

【既記載】 

 SDGs については近年、学校での授業やテ

レビ CM など様々な媒体に取り上げられてい

ることもあり市民の理解は進んできている

ものと考えています。 

 「食を大切にする」取組としては、「第４

章 施策の展開について １ 家庭におけ

る食育の推進」に記載しているとおり、食品

ロスの削減などの身近なことから実践でき

る取組の啓発を行ってまいります。 

 

 



 

 

 

  

No. 市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

９ 

「計画の進捗管理については、指標値

により推進状況を把握し、庁内の関係部

署で構成する『食育推進委員会』におい

て行います。」とあるが、食育推進委員

会の開催や協議内容の公表などについて

更に検討が必要ではないか。 

１ 

【参考】 

 これまでも、食育に関する活動内容等につ

いてはホームページ等に掲載しています。 

食育の取組の進捗状況を市民に周知する

という観点から、ご意見の趣旨は計画を進め

る上での参考とします。 

 

10 

「食育に関係する各部署が横断的に連

携し、～保育、教育、健康、農業等様々

な分野における施策を総合的・計画的に

進めていきます。」とあるため、計画の

とおりそれぞれがつながることができる

場を設けながら食育活動を行なってほし

い。 

１ 

【既記載】 

 食育推進委員会は、保育、教育、健康、農

業等様々な分野の関係部署で構成されてい

ます。 

「第５章 計画の推進体制と進捗管理に

ついて ２ 食育推進にあたっての役割」に

記載のとおり、庁内の関係部署が横断的に連

携するとともに、食育推進サポーターをはじ

めとした関係団体等とも連携して食育を推

進してまいります。 

 

11 

帯広市議会では「帯広市食育推進条例」

を令和５年４月１日から施行するため、

食育推進計画と食育条例間の相互の調和

が不可欠だと思う。 

１ 

【参考】 

 帯広市食育推進条例では、食育に関する基

本理念を明らかにし、本市が有する豊かな自

然や食、農業などの地域資源を最大限に活か

したまちづくりを進めている中で、すべての

市民が一丸となって食育に関する取組を推

進していくために制定されたものです。 

その中には、「市は、食育に関する取組を

総合的かつ計画的に推進するため、食育基本

法の規定により、帯広市食育推進計画を策定

するもの」と位置付けられており、本市とし

ては、この条例に基づき食育推進計画を策定

し、近年の食育をめぐる現状と課題を踏ま

え、関係部署や関係団体等と連携しながら食

育を推進してまいります。 

 

12 

食育推進計画は全国的には健康や保健

関係部門で策定されると思うが、帯広市

は食を基盤とした農政部が策定している

ため、生産者や農協と一緒になって頑張

ってほしい。 
１ 

【その他】 

 十勝・帯広は農業を地域の基幹産業として

おり、安全・安心で良質な農畜産物が生産さ

れている環境が身近にあります。 

こうした地域特性を活かした食育を総合

的に展開するため、生産者や農業団体等の協

力を得ながら取組を進めてまいります。 

 

13 

若年層は他世代に比べ、農業体験をし

た経験値も高く、特に 20 代は調査世代の

中でトップ。これは、今までの市の施策

の中で行われてきたことが結果に反映さ

れたものと捉えることができるのではな

いか。 
１ 

【その他】 

 農作業体験をしたことがある市民の割合

については、目標を達成しており、特に 20

歳代では他の世代よりも高い数値となって

います。 

この要因はこれまでの継続した取組の成

果によるものと考えています。 

 今後も取組を継続し、農業や食産業への理

解促進に努めてまいります。 

 



 

 

 

  

No. 市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

14 

子育て世代となる 30～40 代が食育に

対して関心が高くなることは必然的。一

方で、若年層は朝食の欠食や栄養バラン

スの偏りに関しては数値が低いのも事

実。 

関心があっても実施できていないこと

に関して、現在の食育推進計画のアプロ

ーチでは手薄に感じるとともに現状のア

ンケートでは十分に現状を把握できてい

ないように感じる。 

 

１ 

【その他】 

 現状を把握するため、幅広い年代へのアン

ケート調査のほか、若い世代や子育て世代に

対するヒアリングを実施してまいりました。 

食育に関心があっても実施できていない

市民に対しては既存の取組の改善や新たな

取組の検討などを行いながら食育を推進し

てまいります。 

【案件の最終案】 

   別紙のとおり 


